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領 収 喜 貼 付 用 紙
研修 D研究日会議費 買小計 壷一】、
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お取ヨ1後我高

*
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と利用ありがとう みずほ銀行内容をと確認のうえ、必すお持ち帰りください。
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発 0000BS

2196 0015515780

領 1収 証

公明党 おんじIう由入 様 2021 年 2月 26 日

「総合戦略と人ロビジョンヘの質問のポイント」

「地域包括ケアシステムの理解と行政の役割」

資料・動画データ代として

上 記 正 に 領 収 い た しま し

地方議員研究会
可
‐532=0004

大阪市淀川区西宮原2丁目6-16-639
TEL 06(7878)6297

幕
爾
肉
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東京都町田市議会
おんじょう由久様

令和3年2月 26日 (a

地方議員研究会

セミナー事務局

目霊高舌06-7878-6297

(平口9～ 12時、13ん 17時)

FAX 06-7878-6308

入 金 確 認 書

このたびは、地方議員研究会主催 研修会にお申込みいただきありがとうございます。

曇と講料のお振込みを下記のとおり確認しヽたしました。

資料、USB動画データ、嶺収証は、一週間前後で郵送いたします。  |
動画データの無断転載等はご遠慮源買います。    |

よるしくお願いいたします。   i

・お申込み講座

記

② (テ II本達志)地域包播ケアシステムの理解と行政め役割

1上受講料ifl講座r15す00Q田 :Xと 2講座‐〒合計130→99円■二
・領収証宛名 1公明党 おんじょう由久様
D郵送先 〒194ァ8520東京都貯田市森野2-2-22公明党会派室
・お振込み日 令和3年2月 26日 (金) :  |
・お振込み名義人 公明党おんじょう由久様  !
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東京都町田市議会

おんじょう由久様

令和3年2月 26日 (金)

地方議員研究会

セミナー事務局

伺肇話 06-7878-6297

(平日9～ 12時、13～ 17時 )

FAX 06-7878-6308

受1講 確 認 書

このたびは1地方議員研究会主催 研修会にお申込みいただきありがとうどざいます。

お申込みいただきまと′た内容を下記のとおりご確認中し上げます。       |
つきましては、お確かつのうえ、事前に受講料のお振込みをお源_百いいたします。

キヤンセル′の場合は、ぷずご連絡を務願いいたL′ます。          、

お振込み確認後、入金確認のご連絡をいたしますと

資料、USB動画データ、領収証は、お振込確認後、一週間前後で郵送いたします。

動画デ‐夕の無断転載等はご遠慮願います。

記
,お申込み講座  ―
① (デ「I本達志)総合戦‖俸と人ロビジョンヘの質問の常 ント
② (,w本達志)地域包播ケアシステムの理解と行政の役割
・受講料 1講座 15,900円 × 2講座 峯合計 30,ooo円 上

:・領耳又証宛名 !公明党 おんじょう由久様
P郵送先 〒194下8520東京都町田市森野2-2-22公萌党会派室

【受講料 お振込み口座 】

楽天銀行 第二営業支店

普通 75209191
名義 (社 )地方議員研究会
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2020年最新セミナーを収録

鸞囲 置 鳳阻 鶏 る希望の講座り考エツクボツクスヘ露 チェックくださ(1ヽ。

mattI@chtthogikenづ p 翻 06口7878と 6308宛にお港りくだきい。

あのセミナーを
受けそびれて

交通費が

もったいない

質問したいのに
タイミングが

tヽイ 鷲膨

機
．

総合職購と入ロビジョンヘの貧語尋0ポイント
。国の人口とジョラと総合墟時
・消滅可能性都市のウン、ふント
・みな′_‐の管の地方創生総合戦略を読み解く
・「地域アプロィチ」によう少子化対策、観をき方改革

立地遭玉化轟1画と公巣施設等総合管理計画
・公共施設の老行化、更新費用問題をどうとらえるか
立地逆正化吾十画1公共施設等総合管理露十廼lの関係
市民ニーズをどう把爆し質問につなげるか
コンパクトシディと公共施設統廃合問題

地方財政の盛欝「斎入」
・自治件財政と国の財政
・地方交付Bとのしくみ。墓麓綿
・臨時財政対策償と普通の借金o違
・貴方の街の決算カードの見方

数青予算お越礎
・ 教育投資と教育収益

・財政措置と負担軽減策
・GICAスクールとICT数昔
・ヨHナ対応と教育予算
・ICT数百各地の事例から

Vithコ層)と自治律財敵
・財政F用整基金の活用例
・ヨロナ対策で自猫体はどう動いたか       ｀
・議会かう仕掛ける増類補正の事移ll
。酷員の学習度合いや本気度により自沿体関構差が広がる

,
増

ご希望の議座のチェックボツクスヘ園 チエツケくだき,比

防災けヽ蔵羮と餞員②f彙翻

・銀行機関の愛害対応を知ろう
震災時の議会の役召IJを報告書から学ぶ  |

聾羅経馨肇冥客卿 絶I議豊の視崇

計4守
:界嚢賊騒麟音?FTイト ■

地着財政め基礎 r歳出』
・国の予算を見て3月議会に使う
。まちひとしごと倉IJ生事業
・歳出と社会保障資の考え方
・公共施設の買新費用と老汚化対策

手どもの貧園問題の墓礎

・子どもの食困対策に関する大綱の解説
・絶対的拿困と相対的費口
・食園指標を見て現状把鍵
。ひとり親家庭に対する取り組み
・就単支援とマザーハローワーク

Withコ甲)0出金と執行部o関係
'緊急時に議会はどう動いたか
'コ Hナ対策で役所ではこんな動きをしています
・議会の権能を再確認してみよう
'役所を動かす質問の仕方
～妊へ5000人以上の議員に伝えて言十翔黒育9なパイント～

ψ等けげ申r患“
'″

韓,v
導聯Ⅲ■尊ず傘Ⅲ蘇律静癖

緻爾オ亀撻離政策

'新型ヨaナウイルス基礎知硲
・:PCRと陽権者政とは
'公衆縛婁簿とが教える自治体公衆衛生政策
・認知定対策とコロナ対策

岳雲爾ナ峰持縦町能な露「攻
。財政翻差́基金を使い切つて大丈夫?
。貯金f岳よって違う自治体政策
・国から配られる交,金の仕組み
,役所と議会の財政質疑答弁ケーススタディ

諷関す'亀講内経済対策

。MBAホルダーが数える解r済基礎
,愛方は地域の事業者の声をF湾いているか?
,効果の出る経済対策とは
。観光政策の覇されない勘所

緻函ヂれ教育聞題

'一番の被害者イヽ子供たち
,文部科学営からの通知を確認してみよう
・アクターョロナ時代の学校教育とは
'オンライン学習の可能性

【緊急開催wtthコ 回ナ特別籍嬢】
“

宮れ だと 矯議丸I織瀞

【人口減少時代の自治体主要計画特別研修】li l,II米 達志 万 情月11市 甜!市 長

【国の動きと制度の基礎的解説講座】 ■吐 足立 泰美
甲卜つ大学篭斉P部 獣J貴
毎主(l手亨

'■
1働Ⅲ公共嗅貨

羨繹鱚罐紗盈めの自液‡事節藤の鶴麓
:財政の見方
。財政状況資本半巣1')憲義と見方
・参加自治Aの類似団体つてどこだ
。
|し較すも静化財政用語の理解を深める
・象計に誕き換えて世界一わかりやすく解 F比

財政棋競盤料集pa戯②
・経常経費分析喪で見える財政状況

期戴獣瀦麓縛築蟻 識①
。各財政指標と強全化判断比率
。財政比較分析表でわかるll斑位と平均値
,財政課が説明する財政が良い、惑いって何だ?
,全国順位、凛内の位置、類似回f本内のポジション
。財政に余裕があう自治体と、厳しい字自体

財敵獣魂甍瑶築を機ってで鵡 残部麓機鰯 ィント

アヽンターコロナを見蝦えた自治体見オ政の見方l
。ヨロナ対策で自治体の基金により差が出た潮い
|コロナ交付金の活用と財政の仕組みの握観ト
t今後の自治体財政の姿        I
・騒套から指摘して持続可能な財政運営を

驚鰍ち誓貧臨懲聟鞠
財政指標の内釈を経年分析
あなたの衡の基金の状態を経年分析

メール申込み FAX申込み

貴議会名

FAX番母

町げ午吻縛入
期目)(

均則レぎ、う的な

諮座〒 から′♪ク闘

こヽ指定がすヽ(|｀射合はれ1懲事務h様宛で郎泌甘せていたた■蜜■

お名

鷺議番号

あ み′ 、ビυn′ θデ ″
｀
彦ス @E‐船dit l 夢W9

翻 弧くタ縁 紫 診厳かた鶏郵逃売住所

T ノダク か エ 0

ア 2 ノ2

(7リガナ) 。.コ品ゃ/ 7■ .密

1も事0む o円 x 謀申込み合計

I withコロナで試される地方議会議員への特別講座】」■,|1本 進志
't li tttifirii■

れi∫

1講陰分囀もw鰺⑤◎騨 粋魚斜員響得割爆
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領収データ 1華鶴回都市計画ヤミナー Iコロナ禍により変化が加速する都市・卒土参

=ヽ

あ姿を展
撃し、これかうの都市計画を考える                  _     i

2021年 1月 22日

公明党

¥5,900

ゼミナー参加賣

2021年 1月 22日

11191934

日本畜野市計画学会 (日本都市計画学会)

第44回都市許歯セミナー |コロナ禍により変化が加速する都市・社会?姿 辱々翠ψ、、
デ吾れからの都市計画を考え移

1脅  ix
諄劇する 編集モー!斜
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コロナ禍は、人口減少や環境資源制約、財政制約と言つた中で表れつつあった、

1効率的な都市サービス・行政サ■ビスの享受t多様化する価値観の中での働
き方や暮らし方の選択肢の拡大といつた課題を顕在化Ⅲ加速化させることに

つながつたと考えられます。また、コロナ禍の中での私たち|の経験はデジタ

ルトランスフォーメTションの進展や、より人間中心な生活を志向するといっ
た新しい社会・ 都市の姿を予見するものであつたとも考えられます。

このような聞題認識を出発点に、コロナ禍がどのようなインパクトを都市・

社会に与えたのかを備蹴し、これからの都市計画。まちづくりの中心的なキー

ワードである
″
スマニトシティ

″
や
″
ウォ‐カブ′呼1言つたティマがどう変わっ

ていくのか、またどう対応していくべきなのかについて考える|セミナーを企

画しました。

例年は、2日間にわたり会場に集まって開催をして参りましたが、今年度は
新型コ甲ナウイルスの感染リスクが依然として高い撚況にあるため,開催方
法をオンラインとして、ユ時間ずつ全4日間で開催することと致しました。

皆様のご参加を心よりお待ちしておりますよ        ・

0日―程 ,テーマ  ※プログラムは裏面参照            |
2021令れ3年 生回覧工oo～ 1″:oo

'社
会を備職する ~―

姜,日首1/2Si未 ]
加連するデジタル化社会と:スヤ∵トンティ

Wit4/PoStヨ由ナ時代の都市・社会 ―

第

４４
回
都
市
計
画
セ
ミ
ナ
ー

【オ
ン
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ン
開
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】
・　

一　
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一

オンライン (Z00Mウ ェビナー)によるLive配信
※接続方法などにつきましてはお申込み頂いた方に別途お伝えいたします。
※オンデマンド配信はございません。

原則、Peatxサィトからのお申し込み・参加費のお支払いをお願い致します。

F日本書払いを希望される方は、下記 URLにある参加申込フォームまたはお申
し込み用紙よりお申込み下さい。
httP, 憮` WWて pu・OrJp/COm/proi/s44.htmi

会 員  4日間共通 :も′ooo円  1日 :2,000円

簾  4日間共通 :7,500中 1日 :2′ 5∈回ョ 鞣 畠 犠
学 生  4日間共通 :1,500円 1日 : 、500円

重蚕路写霊銃 ド盆目雷
=群
yヽ衰餘肇粥駆督淫謀す。

Peatixサイド

【お問し

都市計画セミナー係

Tet.03-3261-5407

Eimai[.seminar靱 @cp覇.orJp

機

開催方式
■

申込方法

参 加 費



IttI朧事留都市・社会を備蹴する
都市や社会がどのような影響を受け、またどのような方向に変わ
りうるのか、様々な分野の専門家からの講演を通じて、大きな流
れを備欧します。

14:00 開  会
1400 開会挨拶 渡邊治司 日本都市計画学会常務理事
基調報告「Wkh/Postコ ロナのまちづくりに向けて」

渡遇浩司 国土交通省

講  演「ポストコロ
hナ
の都市の姿」

中川雅之 日本大学 (専Fg:都市経済学)

講  演「社会・政治問題としてのコロナ危機
―不安とメディアを中心に」

西田亮介 東京工業大学 (専門 :社会学)

講  演「オンライン・ファースト
ーコ回ナ禍で進展した情報社会を元に戻さない」
江崎浩 東京大学 (専門:情報ネットワーク)

講  演「新型コロナウイルスによる都市・社会への影響」
和田耕治 国際医療福祉大学 (専 F号 :公衆衛生学)

休 憩   ―

総括冒u議・質疑応答

江崎浩・中川雅之・西田亮介・和田耕治
(進行 :渡追治司)  .

開  会

開  会

報  告

事例報告

事例報告

事例報告

事例報告

休  憩

脇審靭
‐
i灘とニエiう嘉‐|

加速するデジタル化の流れの中で、スマートンティの具体的な
先行事例を紹介。卜ニクセッションでは、スマート化が都市計画・

茸ちづくりをどのよう.に変えていくのか、議論します。    二

I弯 呼 聖 能 ,ユ ニ れ ||
「ニユーノーマル」において、ライフスタイルの変化とそれに伴
う街なかや居住エリアでのオープンスペースの重要性が高まって
いる中、その現在位置を確認し、今後の展望を議論します。

1400開  会
1400 報  告「ウォーカブルなまちづくり施策の概要」

中村健一 国土交通省
1415 基調講演 藤村龍

=東
京藝術犬学

1■50 事例報告「大切な場所に、新しい暮らしを
一まちな分の公園・,硼‖敷:歩道利用をあぐる沼津の物語」
小松浩二 一般社団法人 Lanさ5Cape

15Ю5 事例報告 「駅前デッキ、広場におけるエリマネ活動報告
(新百合ヶ丘、藤沢)」

杉森俊彦 可ヽ国急電鉄株式会社
1520 事例報告「都市のレジリエンスを強化する

、         グリーンインフラの活用手法」
佐藤留美 NPo法人Green connOctiOn TOKY0

15B5 事例報告「
"忙

hコ ロナ時代における神戸の団地再生」
山田大輔 神戸市

1550 事例報告「まちなか大地主として今やるべきこと」
栗本光太郎豊田市

1&051事例報告「衛路空間の改密によるウオーカブルな
まちづくりの実践」

石井朋紀 松山市

lo20休  憩
1625総括討議 :質疑応答
_ 小松浩二 ・西村靖生 ,佐藤留美・山由大輔・
栗本光太郎・石井朋紀・中村健一

(進行 :藤村龍至)

14:05

14115

14:45

15:15

15:45

16:15

16:20

1盈00

1子,00-開「二―一会―一 ――― ― ― ―‐ ―
14:00

14100

14:20

14:40

15:00

15:20

15:40

15:50

「国土交通省の取組状油
筒井祐治 国土交通省

「羽田空港跡地第 1ブニンにおける
.    スマートンテイの取組み」

忽那知輝 鹿島建設

「豊洲スマ‐トンティの取り組みについて」
自由幹士 清水建設

「宇都宮市のスマィトシティの取組み」
小室崇 宇都富市

「岡崎市の目指す
1スマートシテイ Xウォーカブルシティ″」

鈴木昌幸 岡崎市

騨
1鶴 :鳥

為 モ 1基 ■ |
3日目までの議論を受け、Wたh/Postヨ国ナ時代において、どの
ような都市、社会を目指していくことが求められるのか、都市計
画としてどう対応していくべきか等について議論しますき

14100

14:00

15:00

15:10

トークセッション

「カロ速するデジタル化社会とスマートンティを考える」
村山顕人 東京大学
―牧浩也 UDCK
筒井精治 国土交通省
(コーディネーター :小泉秀樹 東京大学)

17:00 閉  会

開  会

基調講演 出口敦 東京大学

休  憩
パネルディスカッション

「With/Postコ ロナ時代の都市・社会」

小泉秀樹 東京大学

馬場正尊 東北芸術工科大学

重松員理子 三菱地所
青木克之 宇都宮市
渡遇浩司 国土交通省
(コーディネーター :出日敦)

閉会挨拶

開  会

16:50

17:00
-82- ―

※やむを得ない事由子とより、内容‐吾首甲等が変軍になる場合がFせぃ盲す1崇

=,情

報は、H,(h,PS'1躙下p,ibrJp/coれ /pr。,/Stthtm,)を 0確認ください。



■T D ″領収デエタB繋患開催I 第2o回イン穴クト∫サロン

2021年 3月 24日

¥17000

2021年 3月 20日

11804247

多摩大学社会的投資研究所 (多摩大学社会的操贅研究所)

緊急開催 I 葬20回インパクト・サロシI

公日月第

参加費

:感激鑢ti童
欝魏する 編義モ‐卜

-83-



新型コロナウイルス感染症に関するご案内 :イベント参加者の方/主催者の方ヘ

共有用の URL:hitpS1/た ama‐ csi20210,24.peaHx,com/    ■ィーⅢI

多摩大学社会的投資研究所 第拗餌インがクト・サ,7

威暴連魏翌撮藤警疑契緯 (摯FS)0育能性
∵露本政府め方針猛肇FS美盗ガイド伊ィンゆ頼 ―

基調講壌

モデレーター

石圏建美

しみ
'上
: i    シ■,

内需務威集蜂勢躁事業雛進密
参事官     i

イベン トに参加できます

緊急開催 ! 第20回インパク ト・サロン

辞綱

・   ■成果連動型民間委託契約‐(PF働下の可能性一――‐■
“工雷本政府の方針とPFs共通的ガイドラインの概要i日

肥長箇民写看鏡≦然烏鐘憲ぞ訳華写F扉牽講鍵謹蒸屎ズ毬毛挺室説猛軍選上f墓去ヂ
クシヨンプランでは、医療

i健康、介護、再犯防止の重点3分野を中心に,FSの活用事例の
蓄積々進めつつ、地方公共団体等の手―ズを踏まえながら、まちづくりなど重点3分里予以外
_「にも横展開を径うことが定められました。 !「令和4年度末時点でPFS事業を実施した地方公・

共団体の数を100画体以上とすo」 という野心的な目標も掲げられていますど

今回のサロンでは、こラした状況を踏まえ、内F各号府の成果連動型事業推進室の石田直美参
事官を講自下にお招きし、日本におけるPFとの綱泥要、活用状況および政府方針についてお話し
頂きます。さぅに「PFS共通的ガイドライン」の内容についても、ご説明頂きます。このガ
イドラインは、PFSを実施しょうという国または地方公共団体、民間事業者、中間支援組
織、資金提供者の間の共通調識の形成を容易にし、地方公共団体がPFS事業を実施するエモ
の実務上の指針となるようまとめられたものです。

日本寧、少子高齢化や人甲減少など深刻な社会課恵の解決に直面していますぅこれを民間
事業者のイノヘーションを最大限活用して解決していこうといぅPFSは、重妻な役割を果た
すことが期待されます。サロンでは、できるかぎり質疑応答の時間を取り、参加者め皆さ
んとインタラクティブに議論を進めていきたいと考えていますとできるだけ多くの方々の
ご参加をお待ちしております。

■セミナー概要■

【日  時1  20芝 1年3月 24日 (水) 年後6日寺30分から8時
【会  場】 ZOOM会合
【講  師】 石田直美 (内閣府 成果連動型事業推進室 参事宮)…84-
【〒デレーター】J地明 (多摩大学社会的投資研究所 主任研究員)

小絡立酵海
準祭方、学性今鯵擁衰臨女野

疑4残

r・ァ′下〔工′Ⅲ,こう
=,金



【参加賢】  1000向 (研究所の個人 1法人サポーターは無料)
【申込み】 事前に,eauxにてお申込み下さい。 https://tama‐
csi29210324.peatix.cOm/

【定  員】 80争 (定員に達し次第、受付を締め切うますのでご理解くださぃ)
【主  催】 多摩大学社会的投資研究所        i
【その他】キャンセザレI許牛3時間前までにお願いします。これ以降は受け付けません。
【問合せ】  多摩大学社会的投資研究所 info@tぢ ma‐csi.Org

■童壇者略歴■

石田 直美 (講師)
内閣府成果運動型事業推進室 参事官

鄭霧輪騨 留 簾亀夢誓協戦読髯健爛監
ヲ著父5匡海捜悪と塗亀§ζ蚕ぞ霊爵竃辮

地方公共甲体中導入支甚i

小林 立明 〔モデレT夕i)
多摩大学社会的投資研究所 事任研究員

国際交流基金、日本財国勤務、学習院大学准教授等を経て、2020年4月より現職。ペンシ
リレノヽ三ア大

=NPO指
導者育成修士課程修了。2o12年から2013年までジョンズ :木プキン

_不大学市民社会研究所国際フィランソロ_ピ rlユェEl_1_専閣 lま、非営不u組織経営、ケロ

越崩象房k錦≦F｀ YTラィ|カ
イォンス、¥「シ拘レ・ヤィベー弟ン、

隠す (iavaSCriptivOid(o))

コメンド0件 並び替え1古じヽ腫

コメントを追力h

″

Facebookコメントプラゲイン

202■/03ア P4(水):
iS:30‐ 20:00]sT
轟 カレンダーに追加

誉  オンライン

チケット

ー般 ¥1.OOO

1社会的投資研究所 個人・法人サポーター

社会的投_弯石汗究所関係者 (パィトナー機

関・審員研究員)

取材プレス

販売却眼: 2021/03/2417:00:00          「
※コンビニ/ATMでのお支払いは、2021/03/23で締め七刀られます。

■す●■老
=t′
iこ

地方自l生 桧 羅社会買献/地域活性 NPO

-85-
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連盟会費として多摩繰延伸を提進する

年序 !月 2

住
【氏

t、 令和2但し
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研俸口研究日会議費 頁小計 Dυとァゃ   円 備考

領
:収 書 等 貼 付 用 紙

す夕沙/

領  収  書

九千を也.

¥2 ,

但して令和2年度小四急多摩線延伸を促進する議員連盟会費として

浴 μ
Z 年 万 月2と 目

i上
記の企嶺正に領収いたしました

住
氏
所 神奈川県相模原市中央区申央 2
名 小田急多摩線延伸を促進する

中 村 昌会 長

-87-



領 収 書 1等 贈 付 用 紙
研修中研究子会議費 買小計

歩 `濠θσ
円 備考

但し、1令和2年度小田―急多摩線延伸々 促進する議員達議会費として

_≧翌圭i虚 !走≧五盈固め錢飽延純勉i々上まこた_

,■ i、神奈川県橋模原市中央区中
小田急多摩線延伸を促進す
所
名
住
氏

会 長  中 村―昌

-88-



‐令和21年度

小,田急多摩線筵伸を促進する議員連盟
T

tr

【書
「
面1審1議 】

-89-



、議案第1号 令莉九年度活動報告にちいて

議案第2号
す
令和元年度収支報告及び会許監査報告について

議業第4与 .1令れ2年度活動計画′(案)について

議案第5号 :令れ1年察収半守纂 (楽) にイジい 'C

モ

-90-ヽ



議案第 1号

令和元年度 活動報告

備 考

第 1回役員会
・平成31年度総会(案)について

【会 場】
愛川町文化会館

会 (     「  !
。平成30年度活動報告にういて
`平成30年度収支報告及び会計監査報告につtiて
。役員の選任(案)につし`て
。令和元年度活動計画(案)について
,令和元年度収支予算(案)についセ
・決議(案)だついそ |

臨時役員会    '
。今後の活勲方針rっぃて
・総会結果にういて
・要望活動(案)について

総

※町田市・相模原市の公表

した小日急多摩線の妊仲

に関する調査検討結果を

受けてて議員遠盟の方針

を諮れたあに歳時
′役貫委

を開催した。

要望活動 ヽ(国土交通省関東運輸局 ′J 田急電鉄)

第2回役員会      |
j令
和元年度要望活動結果について 1
・令和元年度収支報告 (案)にっいて
,令和?年度活動計画 (案 )、 ア

_ 及び収支予算 (案)について
・令和2年度総会 (案)について

乾

-91-



1 収
´
入

2支 出

3差 引

収入済額  i

345,｀ 051円

支出済額

- 299j589円

I&;:iO_51

残額 (繰越金 )

45,462円

令和元年度 収支報告

議案第2号

(単位 1円 )

(単位 :円 )

科  目
予 算 額

(A)

収入済額

(B)

増 減 I額

(B一 A)
摘  要

242,000
2,000円 ×129人

※厚ホ市議選・愛川町選挙後に :

新たに加入した議員 e名を含む

2繰 越 金 87・,051 0

3諸 収 入 949 0 △ 949

330,生 000_ と_‐345→ _05!_1

摘  要
増 減 額

(A■ お)

予 算 額

(A)

支 出済額´

|,(B〉
科  目

272, 60!0■事業推進費

磁 握正図更三韮
経費等|(会場費用他)

i上_|△
3〒
~5i箕 :5・~T03Lib丁

了
~

(1罹爵覇費
=

要望活動
経費等
―
(

t及び研修会
会場費用他)

30i995290,000(2)活動費

名

総会で使用する26, 9892事 務 費

55,0003.予 備 費

会議費 Ⅲ事務費の
不足分は他の料目
から流用した

2
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＼

会計:監 査報告―書

1度収支決算に

't｀

そヾ 出れ簿〔証拠善類等を本議員連盟の令和元年

監査したところ、適正に秘管されていoと認め
′
ま:す。

河Ⅲ甲急タタ摩線延伸なイ足達する議員連盟

監 査

隆井査監 石 ◇ t

i
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議案第 9号

役員の改選
―
(案)

新役員 現役員

氏 名
役 職 職 名 氏 名

理 事 町田市議会議員 藤田   学 町国市議会議員 革遊亭 らん丈

理 事
く
相媒原市議会副議長 相模原市議会議員

理・事 相機原市議会議員 f 本目棲原市議会議員

相模原市議会副議長

町田市議会議員

監 査 相模原市議会議員

事務局
'町
田市議会議員 三滋亭 らん主

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則 (抄 )
(役 員)  i
第5条 ,i    i    ‐   ・
2 役員の任期は2年とし、、再任を妨「げない。.ただし、その職務は後任者心就任め

f

~ 
ときま蒸行うもあとする電:|:まえ(1役買δ任劫市において1選任に変更があらた場合I

は、その任期は前任者等の残任期間とする。      _  
‐(   ・

-94-



改選後の役員一覧 (案)

役  職 職  ;名 氏  名
会 長 相模原市議会議員 中 村 昌 治

会長代行 町田市議会議員 長 村 敏 明

副会長 町′田市議会議員 佐 藤 伸一郎

副会長 相模原市議会議員 木 沢 洋 子

副会長 厚木市議会議員 松 田 貞I康
副会長 愛川町議会議長

副会長 清川村議会議長

理 事 町田市議会議長

馬

岩

月驚

場

澤

沢

敏

‥
Ｌ
＋
Ｔ

司

雄

里

理 事 町田市議会議員

理 事 町田市議会議員

理 事 if田丁田市議会議員 佐 藤,和'彦

石 デII I将 誠
―

藤 l

繁 之森

田   学

山 下 哲 ,と

理 事 相オ莫原市議会議長

理 事

理 事 ノ](

理 事 相 岡 本 浩 三

( 理 事 厚木市議会議員 プ‖ 口.」 i_仁
理 事 厚木市議会議員 栗 山 香代子
理 事 厚木市議会議員 井 上 敏 夫

阿 部 隆 之理 事 愛川町議会議員

会 計

監 r査 相模原市議会議員 小 野

:監 査 厚木市議会議員 石 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員 渡 部 俊 明

事務局 町田市議会議員 らん丈

事務局 厚木市議会副議長 井 上́  武
事務局 愛川町議会議員 井 出

事務局 清川村議会議員 藤 田 義 、友

と95=



議案第 4号

令和 2年度 活動計画 (案 )

小由急多摩線延伸を促淳する議員連盟会則に基づきて次の活動を行う。

※予算の都合が付く場合は研修会等を企歯するさ

実施時期 活動内容
「

4月 9日 (本)

午後4時 00分か勢
第1回役員会

総 会

【書面審議】

第2回役員会8.～ 10月

8月 |～ 1.2月

第3回役員会3月 下旬

要望活動

(国、都県、鉄道事業者)

=96-



令和 2年度 収支予算 (案)

議案第 5号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

1収 入

本年度予算額

(本)i

前年度予算額

(B)

増減額

(本一B)
摘  要

246,｀ 00o 242,000 4,o00 2,090四 X12,人

2繰 越 金 45,462 87, 051

3:諸 :収|ズ :

949

e30,.0.00

△ 411

292,00o △ 38, Ooo

支2

科 目
本年度予算額
~'~ilAl‐ ~

: 前年度予算績
~~Ц B)声~‐ B)

増減額

260,00o 300,ooo △ 40,00o

110, 000 10,000 総会、えび役員会
経費等 .

■事業推進費|

150・:i00:o T200;fo O‐ 0 I△
~50:;o~0~0

要望活動費

2事 務 費 25,000 25,000 0 事務用品費等

3予 備 費 : 000 00o2

計 930,00o 十△ 38, 00o
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議案第 6号

決 議 (案 )

小田急タタ摩線の延伸は、広以交通4ィ トフークの充実に資すること:は もとよ

りご首都圏南酉部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものであり、
'小
田急線唐木田駅から丁R横浜線相オ莫原駅、JR相擦線上溝堅下 |  |

更には相模原市四名地区 経々由し、愛川・厚本方面
べめ延伸が期待されている。. |

ィ 交通政策審議公答申第19ざ号においてい、1本議員違盟の諜享当初からの積  i
極h基活動が美

｀
を結び(唐木由駅から工溝駅まるの延伸にっ́いてヽ都心部とめ

テク■ス利便性の向上が認あられ、地域の成長だ応じ々 勢導今ツトワークの充    ―

実に資する意義の多るプロジ■クトに選定されており、実現に向けた大きな
す

歩を踏み出すことができたと認識|して彰`るP        
・

愛チ||・ 庫木方苗への延仲について、上溝駅までの整備の導子′ノ
キ々 踏また、

‐検討

することが適当とさ|れていることから,、 ま|ずは二薦駅までの
「′整構をか
「
着共に実現
~~ :|

|さ せることが車要であるも          ィ    i       子

また、延伸め恵義と同時に収支採纂性等の課題が示されたことかし、新駅が   |

想定される町由市小山由周辺皮ぴ相模総合鵜給廠一部返還地などの沿線たおい.1  1
て、需要あ膚J出 に繋がる開井を積極的に推逢していく必要があるj

延伸の早期実現に向け(町国市、相模原市が中心となりて関係者とともに検
1討の深度化が進められて、ヒゝることから、本議員連盟と!しても一日4早い延伸の

実現、に向.lすこ豪夫限り支援を.を!二と:.と =も見三分後も.うiと続誉、二閣粽提要ュ1衰極二.:-1‐二__

由たイ動きかけるナar、 会員あ総意をも,て一丸 となり、より■層強力な愚勢 を   l i
・                     (             

・

展開することを決意するものである。|  |           ●    , i

以上、決議すると

小田急多摩線延伸を促達する議員導盟f

-98-



|

議案第6号 参考資料
.     (小田急電蝶、東京都、1神奈川県)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域のお展にっきまして !ま、格別の御高脆を

賜り、心から感謝申し上げまチ。                ●

小日急多摩線の延伸は、広域交通ネットウエタの布実に資することはもとょ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成りため極めて重要な役割を担う
・ものであ 4、 小田急線唐本田駅からJ4横琴線相模原駅〔 JR相模線上溝駅、
更には相模原市田名地区を経由し、愛川 1写本方面への延伸が期待されモぉり
ます。    ・         

′            |
交通政策審議会答申第 198号 におし

lて はヽ本議員連盟?設章当初ゃⅢらの積
■極中な活動嬢 をおび、_唐木重鋏力さら

歳冒景貫E稔七督筵 11サ |チ,そ
:

アクセ不利便性の向上が認ゆ「られ、地1

宗に資する意義?あ るァロジェクトに選牢されてぉり、実現に向けた大:き な二

分を踏み出すことができ`たと認識して,り ますとま
・
々、愛

'II・

庫木方面べの延
'

仲については、上溝駅までの整備あ進彎を繁まぇ棟討することが適当1さ れて
いることから、まずば上溝駅までの整備を着実に実現きせoこ とが重妻志ぁり
ますと         ‐             ―

延位の意義・と同時に示された収支採算性☆の1課題を解決する.た め、町占市t
二本呼 痢 紛 中′呼 士斥 伊 警オ】苛初所菊疵穣麻考夢朗諏を環蔦詑積訂葛薙

~

案化が進め多れており:ま すが、本議員連盟|し ても、新募が寒定される町占市

下′J｀ LIJ甲規辺三び消模総合捕拾廠■部返導地なギっ廷伸線溶みRに干いて■:需要の・
1創出に華がる開発を推進するナょど、i会員の総意をもって工丸となりヽょう■層
強力な取組を進めて参る所存でごぎ帝Ⅲますb        _   !
つ きま‐しては、地域住民の切実なる願いを叶えるべく1唐本田駅力|ら上溝駅、
そして愛川 1厚本方面本の■日ヽ 早tヽ延仲の美現に向け、特段のね騨:意 1衛支

|

援を賜りますようお願い申し上げます。:        '       i

令和 2年  月  日

小田急多摩堺琴省を促進する議員連盟

:会長 中村 昌治
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議案第6号 参考資料
(関東運輸局)

小田急多摩線延伸め早期実現に関する要望書 (案 )

:辛
素から、公恭交通網の整備ゃ地メ?デと展につきましては1格別の御高配を

賜り(心から感謝申し上げます|.                      .
月、田急多摩線の延伸は、

'広域交通ネッ:ト フータの充実に資することはもと:よ   :

と二尋啓写F黒酵哲悪曽兵骨景綴看士ミ程監霧宅色書景:手写語農後盈魯誤f   ii
更tとはオロ模原市由名

'也

区を経由し、:愛力|!厚木方面

^の

定棒が期待されておう |  |

ますと           |            ど・    . i
交通政策審議会巷申第198与たおぃては、本議員連盟あ設立当初からの積

極お基岩劫が実を府びヽ 着本田工かケ上濤馬尺まであ態棒につtⅢてて都■部との

テタ
|1冷
不∬便性,口事が認:つ |れ1担域?成長

に応「じ花i鉄道ネウトフエクの充'‐
二■

実に章する意義?々 れプFジ 干タト|こ琴窄さ
れて々り:、 実現に向け■大言なす

歩を踏オ嵐すことがおきたI認識しております。また、愛川:!厚木芳
,面
^の延  i

伸に,いて|、 上溝堺ネ
't｀り肇炉?洋抄を増まえ検討する

ことが適当ときれて  ,
いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現きせることが重要であり

‐ i
ますと    :  l      i                   :

をイ中の意義 1同時に示されを堺東採算性等の課題 解々決■るたつ、町田市l

_二 上二_!二担慎星並述二旦4痙 速週m足を辛刀め上立
`る

関係者の_管柱生||二!骨検討命!
|  ―   粽度花か進あられてiぉ ,ますヵゝ

Sti本
議賞連盟と下して屯、1薪駅が想走される町i由 |

市小山甲周辺凛ぴ揮好裕合頼給呼下部返還地などのを伸線沿線にやいて、需要
の倉J出 に繋がる綺 発を推進するなどⅢ会員の総意を もって一丸 |な りⅢ■り■

i                                     
´   :

層 ]虫力1な取組を進めて参る所存でゴざいます。 :  i      : 
「

lrここ甚if悟観 ζlく豊、、盈脳 鎌F無鍵塁寺屋雛
法の事業スキ■ムにおける黒字転換年数の援―和や伸勁財源?確保4→の支好をi

講ぃていたたきますようお匹いや
｀
レ上げまiす: |   | |  _:

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

′ |   :1  会長 中村 昌治
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議案第6号 参考資料
(国土交通省 )

小田急多摩線延伸の早期実現に菌する要望書 (案 )

干素から、公恭交通網の整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を
賜り、′いから感謝申し上げまする

テ

小田急多摩線の延伸は、広域交通ネットフ▼クの充実に資するtと はもとよ
り、首押圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

やのであり、小田急線唐本田駅からJR横浜線相模辱駅、 JR相模線上溝駅、
更

“

は相模原市田々担区を経由し、愛川,。 厚木声画への進仲が期待されておらり
ます。                           |  :
交通政策審議会答申第 198号 におぃては、本議員導盟め設立当孝刀からら積
1揮的な活動述寒2_結びi唐木田駅かち上溝駅事心?亀ィ申にらぃて、

「
_部心部との|十 二二

アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応いた鉄道ネントワエタの充
実に資する意義のあるプロジェクトに選たされており、寿塀i向けた大きな二

歩を踏み出すことができたと認識しており革す。ま4、 斎ィ||・ 厚本方面への建
′

仲については、1上溝駅までの整す扁
監の進歩をぃまえ擦討することが適当とされて |

いる手とか|ヽ まずは上溝駅まであ整備を着実 t手実現させる.こ とか童糞でぁり ‐
ます。  「   ・        |         ,
延仲の意義と同時に不ミれた収支採算性受?課題を解決す0々め(甲田市、  I

酉孫 著 テ
~ア
マ、戸藩 計 お 速 占ィテiミ堆 ふ と坊 ザニ「次エ ェ 冨▼   I′ ■日翌f ア riR″k]甲 ′y ― ―/ ・ ′→r卜 ・f‐' ッ 云  , 〃

お
、

本議員連盟Ⅲしても、新駅が想定され1吋田帝小山由周辺及び相模燃巷驀給歳

下部返還地などの1荘仲線溶線たぉぃて(需要め創出に業がな開発を推進するな
ど、会員あ総意をもって卓丸となり、:Iり と層強力な

!取組を進めて参る所在子で
ございますむ   :        !:
つきましては、地域住民の切実なる液いを叶ぇるべく

'1肩

本田駅から上滝駅、
そ して舞川・厚木方面人の一日も阜い起伸あ実現 に向け、都市鉄道等利使増進

法の事業スキームにおける黒字転換年審の緩和や補助財涼め確保などあ支援を
講じて|いただきますようお願い申し上げます。 ・    :

小田急多摩線呼伸を促進する議員連盟

会長 中村 畠治

令和 2年  月  日

-101-



小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則

(名  称)
第 1!条
｀
この会は、「小田急多摩線延仲を促進する議員連盟」というと

く自 的)  ィ                   「
!

第 ?条  この会は、関係市町村の醇阜め連携により
!(小日急多摩線の延伸

を促進し、もって近隣市町村の発展と住民福祉の向上に寄■すると|々

目的とする。        1      :       .
(事 業)                            i
第 3.条 |こ の会tま、前条の自的 達々成するため、次の事業を行うと
!(1)小田急多摩線延伸事業?促進運動に関する情報交換と違携
(2)国都県及び関係機関 に村する積極的′ょ要望活動  :i  ;, .‐
r ″ぐと)‐広報活動そのイ也目的達成 に必 :妻テょ事業 il I一    

‐ _ |

(組 織)          ● ナ     _
第4条 この会は、第2.条の目的に賛同:する関係市町村の議会議員をもっ
て構成する∴|     .          1
(役 員)     =; !         i      l
第 5条  この会に次の役員を要くも
(1)会 長   11名
(2)会長代行  1名

(4)理 事
ぐ5)会 計
(|)監

1査

(7)事務局長

若千名

■ 名
′2名

1名

(:8)事務局 4名

2 後員の任期は2年 とし、
1再
任を妨げない。ただし、その職務は後任者

iあ就任 ?と
=ま
で行うお?|するとまた,役員の任期中にやいて選イ壬嘩

―
変更かあつた場合は、,そ の任期は前任者等の残Ⅲ期間とする。

i !il
3 会長は、会務を総括する。

‐
 :  .

4 会長代行は、会長が欠けたとき、会長に事故があるとき、又は会長の

三命を受け々ときは、そ?職務を代行する。      1
5 富J会長は、1会長を補佐する。    ● ●       :
6 監査は、この会の会計を監査する。:
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7 事務局長は、会務を掌連する。   「   ナ
8 事務局は、'事務局長を補佐する。
(顧間、参与及び相談役)      |       ・
・
第 6条 tのi会 に蔵間、参与及び相談役を置 tこ とができる。
(事務局)

第 7条  この会に事務局を置く。    1
2 事務局は、会長の市町村に置く。   |    :
事務局は、第3条 に規定する事業の企画、立案守に関する事務を処理
する。

(経  費)
第

2

8条 ,こ の会ら経費は、会費その他の収入をもって充てる。
会寮は年額 2,990円 とする。ただし、会長が必琴と認める際は、増額
すること力`できるこ ~:    =~  |
3 こ.の会の合計年度は、毎年 4月 1日 上始まり翌年 3月 31日 に終る。
但し、平成 21年度におぃては、平事 21年 11月 14自

す
ょり翌年1月 31日

までとするυ   ・
(補 則)
第 9条  この会員Uに定めるものあ1まか、■寮な事項は別途協議して定ある。
(附 則)          ●

19会貝Jは、平成21年 11月 !4日 から脚行するЬ
(附  則
こ?会只Jは 、平成 22年 5:月 27日 から施行する。
(附  則)i          l     ,
この会則は、平成

を
24年 5月 23日 から施行する。

(附 則)     ― ―      '
tの会貝昨′事、平成 26年 5月 15日 から施行する。
(附 則)
この会則は、平成 28年 5月 27日 から施行すると
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小由急多摩線延伸を促進する議員連盟 耳間・全与名警|

自由民主党
願  間 衆議院議員

自由民主党赤 間 二 郎顧 問 衆議院議員2

義 家 弘 介法務言!大臣

衆議院議員
3 顧 間

自由民主党

ォー フム後 藤 祐 ■衆議院議員顧 ―問

フ
伊 藤 俊 輔顧 間 衆議院議員6

無所属小 川 与文 夫顧 問 十参議院議員

自由民主党
‐

中 川 雅 治顧 問 参議院議員

追由民主党朝 日 健太郎顧 間 参議院議員8

日本維新の会松 沢 成 文参議院議員9 顧 間

立憲・国民.新緑風会・社民牧 山 ひろえ参議院議員10 顧 間

立憲・国民`新緑風会・社良顧 問 参議院議員11

自由民主党_ !12 参議院議員

自由民主党中 西 健 :治参議院議員13 顧 問

自由民主党島 村 i  大圧 岡 参議院議員14

公日月声千
部
婁曇虚曇贅
務宮 佐力木 吉やか15 顧 問

公明党三 浦 信 祐顧 問 参議院議員16

公明党竹 内 真 二顧 岡 参議院議員

都民フアrス トの会 東京都議団18 参 与∫ 東京都議会議長

_参 ニ お、_議 善 彦東京都議会議員_

東京都議会自由民主党参 与 東京都議会議員20

無所属 東京みらいれいな21 参 与 東京都議会議員

無所属'黄煮みらい22 参 与 東京都議会議員

自由貞主党神奈川県議会議景団23 参 与 神奈川県議会議員

公明党神奈, 団H24 参 与
｀

神奈川県議会議員

フ芽すラム
長 友 克 洋神奈川県議会議員参 与

11
寺 崎 雄 介参 与 神奈川県議会議員

自由民主党神奈川県議会議員回河 本 文 難参 与 神奈川県議会議員

自由民主党神奈川県議会議員団28 参 与 神奈川県議会議員

県球会神奈川県議会議員目神奈川県議会議員参 与

自由民主党管奈Ⅲl分議会議員ロと山 口 貴 裕神奈川県議会議員30 参 与

フォ‐かなが ム

II31 参 与 神奈川県議会議員

】フ

小 林 大 介神奈川県議会議員32 参 与

山 口 美津夫 自由民主党神奈川県議会議員団参
f与 神奈川県議会

‐
議員33

佐 藤 圭 介
フォー ァムか

34 参 与 神奈川県議会議員
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小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿

／
ｋ

血 職 名 A名 派

1 町田市議会議長 熊 沢 礼 里 自由民主党

2 町田市議会副議長 奥   栄 一 公明党

3 町田市議会議員 大 西 宣 也 保守の会

4 町田市議会議員 吉 田  勉 保守の会

5 町田市議会議員 長 村 敏 明 自由民主党

6 町田市議会議員 ・佐 藤 伸二郎 自由民主党

町田市議会議員 藤 田  学 自由民主党

8 町田市議会議員 若 林 章 喜 自由民主党

9 町田市議会議員 新 井 克 尚 諸派

10 町田市議会議員 三遊亭 らん丈 自由民主党
11 町田市議会議員 . 岩 瀬 .和 子 自由民主党

公明党

まちだ市民クラブ

まうだ市民タラブ

自由民主党

保守り会

町田市議会議員 山 下 哲 也

13 町田市議会議員 戸 塚 正 人

町田市議会議員 松 岡 みゆき

町m市議会議員 佐 藤 和 彦

16 町田市議会議員 渡 辺 厳太郎
17 町田市議会議員

18 町田市議会議員 森 本 設 也 まちだ市民タラブ

19 町田市議会議員 石 ,げ 好 忠 自由民主党

20 町田市議会議員 智 田 伸 也: まちだ市民クラブ

21 町田市議会議員 松 茉 緒 巳 公明党

自由民主党
22 町田市議会議員 木目田 莫 弟

,■ 研ヤ田 苦 畿 ぶ 議 目
一――一一一 小―関―重太猿F‐年

24 町田市議会議員 深 沢 宏 文

25 町田市議会議員 斉 藤 勝 広 公明党

26 町出市議会議員 自由民主党

27 相模原市議会議長 自由民主党相模原市議苗
28 相模原市議会副議長 森  繁 之 市民民主クラブ

市民民主クラブ
29 相模原市議会議員 金 子 豊貴男

80 相模原市議会議員.

松 永 千賀子
31 相模原市議会議員 加 藤 明 徳 公明党相模原市議団

32 相模原市議会議員 須 田 : 毅 自由民主党相模原市議団

33 相模原市議会議員 大 沢 洋 子 市民民主タラブ

34 相模原市議会議員 中 村 昌 治 自由民主党相模原市議団

35 相模原市議会議員 阿 部 :善 博 自由民主党相模原市議団
36 相模原市議会議員 長谷川 ←み子 ~颯

爽の会

37 相模原市議会議員 小野沢 耕 ― 自由民華党相模原市議団
38 相模原市議会議員 栗 原   大 市民民主クラブ

39 相模原市議会議員 寺 田 弘 子 自由民主党相模原市議団

40 相模原市議会議員 野 元 好 美 筑爽の会

41 相模原市議会議員 古 内   明 自由民主党相模原市議団

42 相模原市議会議員 小 港 l礎■TH 市民民主クラブ



小田急多摩線延仲を促進する議員連盟r会員名簿

氏i名 会 派職 名

市民民主クラデ桜
‐
井 はるな43 相模原市議会議員

自由民主丼オロ模原市議団相模原市議会議員 小 野 : 弘44

公明党相模原市議団45 相模原市議会議員 大 崎 秀 治

公明党相模原市議団久保田 浩 孝46 相楳原市議会議員

公明党相模原市議団相模原市議会議員 西 家 克 己47

関 根 雅吾郎 市民民主タラブ48 相模原市議会議員

自 井 貴 彦 市民民主クラブ49 相楳原市議会議員

颯爽の会軍十嵐 千 代50 相模原市議会議員

市民民主クラブ鈴 木 秀 成51 相模原市議会議員

市民民主クラブ相模原市議会議員 小 田 貴
:久

52

自由民主党相模原市議回ゥ53 相模原市議会議員 大 '槻 和 弘

後 田 博 美 公明党相模原市議団54 相模原市議会議員

自由民主党相模原市議団55 相模原市議会議員 渡 郡 俊 日月

石 ,II   達 市民民主クラブ56 相模原市議会議員

公明党稲模鳳市議団相模原市議会議真

相槙原市議会議員 羽生田   学 日本共産党相模原市議団S8

無所属5'

60 I相模原市議会議員

鈴
▲
木 晃 ナ也

‐

日 所 健太郎 日米共産党相模原市議団

自由良主党猫模原市議由相模原市議会議員

相模原市議会議員 佐 藤 尚 史 自由民主党相模原市議団62

自由民主党相撲原市議箇63 相模原市議会議員 布 施 初 子

岡 本
―
浩
―
三 公明党相模原市議団64 相模原市議会議員

65 相模原市議会議員 秋 本   仁 自由民主党本目模原市議団

■___大だυに 塩由民主党相模原車議目一“ i_担模屎市議会議員下‐

相模原市議会議員 中 村 忠 辰 公萌党施模庶市議団:

折 笠 正´治 自由民華党伸模原市議団68 相槙原市議会議員

69 相模原市議会議員 三 須 城太郎 帝良良主クラブ

70 相模原市議会議員 榎:本 揚 勤 無所属

!富‐祐_貴 ___ :_71 相模原市議会議員 上:占本共産党相撲夙市議El_11

72 相模原市議会議員 仁 科 なつ美 市民民主クラブ

73 厚木市議会議長 寺
:岡 まゆみ 公明党

74 厚本市議会副議長 井 上   武 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 松 田 狽J康 あつぎみらい

76 厚木市議会議員 石 井 芳 隆 ,ぎずな

77 厚本市議会議員 闘 上 祥 子 公明党

厚本市議会議員 :公明党

79 厚木市議会議員 神 子 雅
‐
人 ネクストあつぎ

80 厚木市議会議員 粟 山 香代子 日本共産党

名 切 文 梨81 厚木市議会議員 あつぎの会

厚本市議会議員 ネクストあつぎ82

83 厚木市議会議員 松 本 樹 ・影 きずな

厚木市議会議員 あつぎみらい

06-



小田急多摩線延伸を促進する議員連盟― 会員察簿
血 職 名 .氏

名 会 派

85 厚木市議会議員 井 上 敏 夫 あつぎの会

86 厚木市議会議員 遠 藤 浩 一 公明党

87 厚木市議会議員 瀧 口 慎太郎 ネクストあっぎ

厚木市議会議員 新 井 啓 司 きずな

89 厚木市議会議員 高 橋  豊 ネクストあっぎ

90 厚木市議会議員 日 口 孝 男 ネクストぁっぎ

91 厚木市議会議員 山 崎 由 枝 公明党

厚本市議会議員 高 橋 知 己 新政あつぎ

93 厚木市議会議員 望 月 真 実 新政あつご
94 厚木市議会議員 三 橋 .文 男

｀
ネクストあっぎ

95 厚本市議会議員 高 村 真 和 新政あっぎ

96 厚本市議会議員 池 田 博 英 日

97 厚本市議会議員 後 藤 由紀子 i 無所属

98 厚木市議会議員 ,ネ クストあっぎ

愛川町議会議長 あいかわの聾
100 愛川町議会副議長

奈_良上直 史

小 島 総一郎

井 上 博 明

馬 場  .司

101 愛川町議会議員

本共産党愛,1日 町議員団

無所属
102 愛川町議会議員 小 林 野文 子 日本共産党愛川町議員画
103 愛川町議会議員 山 中 正 樹 あいかわの聟

愛川町議会議員 井 出 一 己 公明党

無所属
105 愛川町議会議員 佐 藤   茂
106 愛川町議会議員 渡 辺   基´ あいかわの彗
407 二 一 増 郭 畷 給 諜 ‐ 一 ‐ '芝市 がヽヽわ

108 愛川町議会議員 佐 藤 り え 公明党

109 愛川町議会議員 熊 坂 崇 徳 あいかわの聾

愛川町議会議員 あいかわの肇
111 ・

愛川町議会議員 鈴 i本 信 ■ 日本共産党愛川町議員団
112 愛川町議会議員 岸

｀
上 敦 子 二!__′ム`明党___

113 愛川町議会議員 阿 部 隆 之 あいかわの尊
114 愛川町議会議員 茅   孝 之 あいかわの彗
115 清川村議会議長 岩 澤 敏 雄 無所属
116 清,II付議会副議長 細 野 洋 一 蕪所属
117 清川村議会議員 藤 田 義 友 日本共産党
118 清川村議会議員 川 瀬 正 行 無所属
119 清川村議会議員 無F~斤属
120 清川村議会議員 笹 原 和 織 無′

~オ

属
121 清川村議会議員 山 口   進 無所属

122 清川村議会議員 城 所 英 樹 無所属
123 清川村議会議員 細 野 賢 ― 無所属
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